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「高齢者の医療の確保に関する法律（案）」の概要  

本法に記載した内容は、医療保険各法すべてに影響を及ぼす。   

＜本法に関する用語の定薮＞  

定象条文  内容   
医療昆陽各浅   第？免震1項  r虹東尾険勤「船員保険まJr暮玉露也正保鼠勘r首謀公務員共済組合法Jr地方公珠員共済組合法J  

r私立牢抜関■共済まJ   

良枝看   第一兵書Z囁  r医療良性各法jの規定に上り医療に臼ナる絵付を行う政府．頓保険組合．市町村（特別区を含む．  
以下同じ．）．国民邑飯保険組合、共和全文は日本私立学校雇属・共済事象団）   

加入者   第†粂動項  「臣優良険各ま」の規定に上る諷保険者及び祉妖雲寺   
医療最適正化   第l条第l項  「国民の高齢凱＝おける適切な医療の確保を図るための医動に要する費用の適正化   

全国医療モ適正化計画   某8象第l項  r医療丈適正化Jを給食的かつ1†薗的に推進するため、五年ごとに五年を一期として．一匹轟貴通正  
加を推進ナるための肝腎   

医醜最適正化i木方針   羊l条第2囁  r医療費適正化Jに閻丁る施策1＝ついての基本的な方針   

絹定位爬鯵董   第11条第1項  鴇毘病モの他の政令で定める生活管慣病に閲する色匪拶壬   

特定保但指導   第18条第lヰ  r代走也匪鯵簑」の結集により色麻の長持に努める必辛がある者として圧生労」恥省令七定めるものに  
対ナる一区節、牌師、管理業藍士モの地厚生労働省令で定める看」による維持専   

経文瞳康詮董等   第川象兼之項  r特定軋飯診査J及びー特定観梅勘   

特真也飯診王事基本語針  第18集第lII  r医療費適正化基本方I山に即して、r特定色旺鯵主事」の適切かつ有勤な莫橋還回るために匿生労  
山大邑が定める生木的な指針   

特定鼠庫鯵董青臭施計酋  苓19点茶1項  五年ことに、五年を－－一期として、「特定邑飯詰王等基本指札lに即して保険者が定める什層   

事t者等   第三l彙罵2項  芳心安全中生ま篤之長ま3号に競走ナる事某毒その他法令l＝基づ卓ー特定邑蜃診董」に相当する色  

庄診断を実施する支柱を有ナる書   
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＜募18粂（特定農産診主事基本指針）＞   

厚生労働大臣は、「医療費適正化基本方針Jに即して、r特定他康診査等基本指針Jを定めるものとする．  

2 r特定健康珍重基本指針Jにおいては、次に掲げる事項を定めるものとする．  
－ r特定健康珍重等」の実施方法に岨する基本朋事項  
二「特定牡鹿珍重等Jの実施及びその成果に係わる目標に関する基本的事項  
三 前二号に掲げるもののほか、r特定健康珍重写実施計画」の策定に関する王要事項   

－ 3「特定健康診萱基本指針」は、「健康増進法第9粂に規定する健康診査専権針」と日和が保たれたものでなければならない．  

4 厚生労働大臣は、「特定健康診童等基本指針」を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、的係行政機関の長に  
協議するものとする。  

5 厚生労働大臣は、「特定倣鹿診重等基本指針」を定めたときは、遅滞なく、これを公表するものとする．   

＜第19条（特定健康診査等実施計画）＞  

r保険者」は、「特定健康診重等基本指針」に即して、r特定牡鹿珍重等実施計画」を定めるものとする．  

2 r特定健康診至事実施計画」においては、次に鴇げる事項を定めるものとする．  
－ r特定牡鹿珍重等」の具体的な実施方法に蝿する事項  
ニ「特定腱康診査等」の実施及びその成果に関する具体的な目標  
三 前二号に掲げるもののほか、r特定健康珍重等」の適切かつ有効な実施のために必要な事項  

3「保険者」は、r特定像康珍重等実施計画jを定め、又はこれを変更したときは、葺洋なく、これを公表しなければならない．  

特卑健康診査  

＜第20条（特定健康診査）＞   

「保険層」は、r特定性康診査等実施計画Jに基づき、毎年厚生労働省令で定めるところにより、四十鼓以上の「加入者」に対し、   r 
特定健康診糞Jを行うものとする．ただし、r加入者」が「特定健康診重jに相当する健康診圭を受け、その結果を証明する書面の  
抜出を受けたとき又は貫之8条第2項の規定により「特定牡鹿診重Jに関する‡己鉄の送付を受けたときは、この限りではない．  

く第22兵（特定健康診査に隣する記録の保存）＞  

r保険者」は、第20条の規定により「特定健康珍重Jを行ったときは、厚生労働省令で定めるところにより、当該「特定鮭鹿診査」に  
関する記録書保存しなければならない．同条ただし書の規定により「特定健康診糞」の結果を証明する書面の提出若しくは「特定  
健康診至」に関する記録の送付を受けた場合又は幕27条如項の規定によりー特定健康診壬」若しくは健康診断に関する記録の  
写しの提供を受けた場合においても、同様とする．  

＜募2ユ条（特定健康診董の結果の通知）＞   

「保険者」は、厚生労働省令で定めるところにより、r特定健康珍重」を受けた「加入者」に対し、当払「特定健康珍重」の結果を通知  
しなけれほならない。第26条2項の規雇により、r特定健康診査Jに映する記録の送付を受けた場合においても、同様とする．  

特定保健指導  

＜第24粂（特定保健指事）＞  

r保険者」は、r特定址應珍重写実施計画に基づき、厚生労鋤省令で定めるところにより、r特定保健指導」を行うものとする．  

＜箕25条（特定保健持専に関する記録の保存）＞   

鴨険看」にL前条の規定により「特定住職指導」を行ったときは、厚生労働省令で定めるところにより、当該「特定保健籍軌に関   
する記録を保存しなければならない．次条第2項の規定によリー特定保健指導」に倒する記録の送付享受けた場合又は青2？条集3   
項の規定により「特定保健権利に関する記録の写しの提供を受けた場合においても、同様とする．  
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事業者健診との関係  

＜幕21彙（他の法令に基づく瞳飯診断との坦怯）＞   

r保険者」は、r加入者Jが、労働安全衛生法モの他の法令に基づき行われる「特定健康診壬」に相当する仕度診断を受けた場合   
又は受lナることができる場合には、厚生労働省令で定めるところにより、前条のー特定他飯診王」の全部又は一部を行ったものと   
する．  

Z r事業層等Jは、当該牡鹿診断の実施を「保険者」に委託することができる。この場合において、委託をしようとする事葉音等は、   
その他康診断の実施に必要な主用をー保険者」に支払わなければならない．  

他保険者t事業者からの記線提供  

＜薫ZT粂（特定健丘診王事に現する電録の提供）＞  

「保険者」は、「加入者」の資格を取得した者があるときは、当該ー加入者」が加入していた他の「保扱者」に対し、当該他の「保険   
者Jが保存している当該「加入者」に係わる「特定牡鹿診査」又はー特定保庇指専Jに関する記録の写しを提供ナるよう求めることが  
できる．  

2 r保険者」は、r加入者Jを使用している事業者等又は使用していた一事業者等Jに射し、労働安全衛生法その他法令に基づき当   
該「亭集寺等jが保存している当該「加入者」に係わる像鹿診断に関する写しを提供するよう求めることができる．  

3 甘1Z項の規定により、「特定像康診査」若しくは【特定保健指導Jに関する記録又は牡鹿診断に関する写しの提供を求められた  
他の「罷険看」又は「事業者等」は、厚生労働省令で定めるところにより、当該記録の写しを提供しなければならない．  

他の保険者加入者ヒ対する実施  

＜貫26条（他の「保険者」の「加入者」への特定健康診査）＞   

一県険看Jは、その「加入者」が特定健康診査等」の実施ヒ支障がない場合には．他の「保険者」のー加入者Jに係わるr特定健康   
診董」又は「特定保健指導」を行うことができる．この場合において、r保険者jは、当該「特定牡鹿診重」又は「特定保健指導」を受   
けた壱に対し、厚生労働省令で定めるところにより、当該ー特定低廉珍重」又はー特定保蝕拝軌に要する乗用を報釆することがで   
きる。  

2 r保険者」は前項の規定により．他の一環吸着」の「加入者」に対し「特定健康診重」又は「特定観梅導」を行ったときは、厚生   
労働省令で定めるところにより、当該ー特定健康診査」又は「特定良性指導」に関する記録を、速やかに、その昔が矧こ加入する当   
該他の「保険者」に送付しなければならない。  

3 r保険竜」l士、そのー加入者」が、某1壌の規定により、他のー昆険看」が実施する「特定牡鹿珍重」又はー特定保健指導」を受け、   
その乗用を当該他の「保険者」に支払った場合には、当該「加入者」に対して、厚生労働省令で定めるところにより、当該「特定健   
康診茸」又はー特定良性指導」に要する費用として相当な線を支給する．  

4 第1項及び前項の規定にかかわらず、「保険者」は他の「保険者」と協雄して、当該他の「保険者Jのー加入者」に係わる「特定牡   
鹿診重」又は「特定保低指軌の辛用の絹求及び支給の取り放いに帖し．別段の定めをすることができる．  

実施委託  

＜貫28条（菓施の委託）＞   

「保険者」は、r特定健康珍重等」について、牡鹿島陰法第印象募3項各号に掲げる病慌又は診療所モの他適当と認められるもの   
に対し、モの実施を委託することができる．この場合において、r保険者」は、受託者に対し、委託する特定牡鹿珍重等の実施に必   
要な範囲内においモ」草生労働省令で定めるところにより、自らが保存する「特定低廉珍重」又は「特定保健指導」に関する記録   
の写しその他必要な情報を提供することができる．  
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後期高齢者支揉金  

く業120条（概耳後期古絵巻支操金）＞   

21打項の概書後期高齢者支提金調雇辛は、第18条業2項第2号及び第18集束2項来2号に掲げる事項の達成状況、r保険者」に   
係わるー加入者」の見込数等を勘菓し、盲分の九十から盲分の盲十の誌臨内で、政令に定めるところにより斉定する．   

＜第121条（確定後期高齢者支扶余）＞   

2前項の確定後期高齢者支捜金調整辛は、東18重苦2項第Z号及び第19彙菓Z項第2号に掲げる事項の達成状況、r保険者Jに   
係わる「加入者」の見込数等を勘案し、首分の九十から盲分の百十の範囲内で、政令に定めるところにより暮定する．  

＜第加条（帖佐看との連携）＞   

「良険者Jl土．第32条に規定する前期高齢者である「加入者」に対して「特定牡鹿珍重等」を実施するに当たっては、前期高齢者で   
ある「加入者」の心身の特性を踏まえつつ、介注保険法第115粂の38第1項に規定する地域支捷事業を実施ナる市町村との適切   
な連携を園るように留意するとともに、これらが効率朗に実施されるよう努めるものとする．  

2 r保険者」は、前項に規定するもののほか、特定健康診壬の効率的な実施のために、他の「保険者J、医療機関その他の関係   
者との連携に努めなければならない．  

＜菓30条（秘密倶持琶諾）＞   

第Z8粂の親展により「保険者」から特定健康診糞等の実施を受けた春（その昔が法人である場合にあってはその役員．）及びその   
職員並びにこれらの看であった看は、その実施lこ関して知り得た個人の秘密を正当な理由がなく薫らしてはならない．   

＜某31条（健康珍重等指針との調和）＞  

第18条第1項、薫釣魚、来21条第1項．第22負から第25集まで、第2‘条某2項、薫27東軍3項及び第28条に規定する厚生労働省令   
は、健康増進法第，粂第1頓に規定する健康珍重専権針と調和が保たれたものでなければならない．   

＜貫155条（巨保連合会の集務）＞  

国保鷹合会は、国民健康焦険法の規定による業務のほれ次に掲Ifる葉哉を行う。   
1第七十条第四項の規定により後期高齢者医療広域連合から委託を受けて行う療養の給付に要する兼用並びに入院時食事  
療兼t、入院時生舌療養t、焦険外併用癖毛文及び訪問者迂療養費の靖求に関する寧査及び支払   
2特定批慮診壬等の実臥高齢者医療飼虔の運営その他の事項に朋する保険者その他の関係者間の連絡調整及び保険者  
に対する必要な助音叉は珪助  
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その他関連羞  

健康保険法2∝18年4月1日改正案  

＜第15【）粂＞   

「保険者」は．「高齢者の匡環の確保に関する法律案20魚の規定による特定馳康珍重及び同法東24彙の規定による特定保牡指  

導（以下「特定健康診査等」という．）を行うものとするほか、特定健在診査等以外の事業であって、健康教育、健康相乱位庚診  
萱モの地祇保険者及びモの扶養者く以下、「被保険者等止いう．）の健康の保持増進のために必要な事業を行うように努めなけ  
れほならない．  

く附則2条＞  

健康保峻朝食が管掌する「健康保戯の医療に関する稔付J、r保盛事集及び福祉事業の実施」又は「健在保険組合に係わる前期  
高齢者納付金等、後期高儀層支珪金等、日展拠出金若しくは介注納付金の納付に要する魚用」の財源の不均衡を調整するため  
連合会は、政令で定めるところにより、会見である健康保儀袖含に対する交付金の交付の事案雀行うものとする．   

く某154条の之＞  

国庫tま、第151条及び前2彙に規定する兼用のほか、予算の範囲内において、健康保険事業の執行に要ナる費用のうち．特定  
健康珍重等の実施に要する費用の一部を権助することができる  

国民牡鹿陰険法2【旧8年4月1日改正藁  

く音丁2彙のS＞  

国及び恕道府県は、政令の定めるところにより、市町村に射し、高齢者の医療の慮保に阻する法律案二十条の規定による特定健  
康診査及び同法雇二十四条の規定による特定保鮭簿専（第八十二条貰一項及び策八十六条においてー特定健康珍重等Jとい  
う．）に要する費用のうち政令で定めるものの三分の一に相当する紘をそれぞれ負担する．  

＜法案成立後に厚生労働省令で定める事項＞  

事項   参照条文   控要   

r特定健康珍重J   第20条  健診（基本的な健診・詳細な健診）の具体的な項目等   

r特定保億指導」   罵24条  健診の結果に従い、情報提供、動機付支蛙、構棲的支蛙としておこなうべ  
き、榛準朋プログラムの内容   

r特定健康診査」に関する記録の罷存  第Z2条  保存すべき項目と保存手段   

r特定保健指導」に関する記緩の保存  第25魚  保存すべき項月と保存宇陀   

「特定健康診重等」に関する記録の捷供  東26・Z一条  具体的な提供の仕方等   

「特定健康珍重Jの結果の通知   募23魚  具体的な通知の仕方等   

r特定牡鹿珍重専」の費用   第26条  r特定牡鹿診査等」の請求ル」ル、参考捷準価格等   

「特定健康診萱等」の垂託†こ伴う個人惰  
報の提供   
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・エビデンス（デ→）に基づいた侵能事妻の推進  

一 保隆指導の事業を計画的に行うことの轟掛ヒ（健診・保健指導実施計画の策定）  

一 保険者に対する数値指標の設定  
（メタポ粗食浸透度、健診費珍事、健診データ把握宰、保健指導制用事、医療機臨受診率等）  

一 実施結果に関するデータ管理の義掛ヒ  
一 位診等の結果の情報を保存しやすいかたちで被保険者・被扶養者に対して提供   

・保健暮圭の音の確儀  
一 生活習慣の改善を支援するサービス全体の体系化  
一 生活習慣改善の必要性が高い方を効率的に抽出（対象者の階層化）する手法の提供  

一 挺診項目の見直しと株度管理  
一 保健指層プログラムの標準化  
一 保健指導の事業評価   

喜壬生施の体制作サ  

ー サービスの効果を評価する仕組みづくり  
－ アウトソーシング基準と民間事礫看の育成策  

一 保険者協議会を中心とした保険者間の連携（特に被用者保険の被扶養者への事業実施）   

財政支援と保険者へのインセンティブ  

一 考人保健事業基本膣康署査で相当分の公箕負担の恕続（市町村国保へ）  

一 保健事葦の実施状況に応じた後期高齢者医療支援金の負担額の加算・減算実施  

保険者協議会と保険者等との関係（イメージ）  

医療費覇王色数蒙R佳服言上り）  隕連する荘準（壬葺か舎簑糾上り〉   
・抜道辟先が蓼的ナぺき怪事  ・セ鯵は稟幣島化の暮畢   
・ヨ怯某覆のための関係当事著の役割  ・飯事杓な優性帯導プログラム   
・乗現の効果としての将来の医療費見通し ・良風アウトソーシンケ墓聾  

勘蓬窮鼠医療た適正色計鏑の作成（班〉 一 本年聯実施千定  
甘露書1掛声・臣慮什再・介虹色快事暮支止汁高   
良敗者塩正金への陰力  
保険手への烏零・勤t．払址会でのロ臨書問折畳  

致鷺邑坤闇示  

（D古林道軒先での提ユ1び解決万象  
◎各繹遭腐臭での事壬粘に封ナる  
（》全中台i■の綿艦  

⑥隕広田体事からの量九の■輪・t  
⑤モの性必tな事項  

＞民綾香〒－タの分析（瞳診・医療更）  

ン民間事業者許す  
ン駐診・優位輌率先計考作成支提、事茶菓篤支監  

－6－   



参 考：医療費適正化計画と関連計画・協議会等の関係  

・各計画および保険者協法会との関係  

鬱道府県  保険者協津金  
l  

＞邑l臨書への指導助言  
ゝ良性看駐屯での脚絆風韻章  
＞市町村が行う青及瞥た活動の夏瞳  

保険者  
医療保倭眉  
（毘保・祉保等）  

介認保険者  

医療辛遮正化計眉  ト中温騨■軒声未定へJD也力  

・匿薇■分析  
・尾錠事稟分析  
・地蝮瞳良性通分折  
・保色事芙蓉分析  
・医療鶴随分析  
・介徒費用分析  

・医最費分析  
・昆喧事毛分析  

介護保険事実支珪計宮  介捜保険事簑計画  

裟正枝連合含む  

綾円者飴（66ヰ3万人）   

組合鵬（卿万人〉1674組合．1鼎  
政管鵬（捌5万人）150瑚   

各種井草  
【m  

tヨ侵 r5029フi人1  

3350保険者  

♯鮨ほ28：さ万人l  

場合鮭保  牧瞥世良  
い5相方人）  （l制万人）  

薮毛入植lコlづく裏梅  組合腱民     政管鮭鼠  
（11†9万人）  （18‖万人1  

11．794．481人  

師■▲tl上の■■■・  

76．3ウも  Z5．之†t  

市町村冥施分  

事業主．実施分  

（労軸受全衛生王墓〉  

足技青果施分  731．131人  

賢診モ  
禾受診モ  

奴祉用寺曝扶の拙技手書が墓集  
k丘鯵空毛蟹きナる場合も多い．  毛人∈鮫に基づ  

く王事職診モ  

粍牲月事t技の祉瞳抜毛が暮＊煤診董を量診ナも鳩舎があも．  

定生珊省・羊181重畳瞳条章篭重富会（参看貫鶉S）のた住妄もとに憫したもの  
※平月h8年4月28ヨ【兼）匿生労恥幸Å会において．苗穂千佳子委員が委員会に於いて資料として宅布  
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